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【
う
ら
へ
続
く
】

　

21
日
、
通
常
国
会
が
閉

会
。「
政
府
提
出
の
法
案
60

本
中
、58
本
が
成
立
し
た
」

「
軍
拡
財
源
法
、軍
需
産
業

支
援
法
、
原
発
推
進
５
法
、

改
定
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
、

改
悪
入
管
法
な
ど
が
数
の

力
で
強
行
さ
れ
た
」「
岸
田

政
権
は
聞
く
耳
を
持
た
な

い
。
問
題
点
が
続
出
し
て

い
る
の
に
先
送
り
し
て
成

立
を
図
っ
た
」「
ア
メ
リ
カ

と
財
界
の
方
ば
か
り
向
い

て
い
て
、
国
民
の
命
や
暮

ら
し
は
そ
っ
ち
の
け
だ
」

「
共
産
党
は
先
頭
に
立
っ

て
反
対
し
た
。
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
報
道
さ

れ
な
い
の
は
残
念
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
巡
る
混
乱
。「
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
を

一
体
化
し
た
マ
イ
ナ
保
険

証
の
誤
登
録
が
新
た
に
60

件
判
明
し
た
」「
医
療
機
関

の
窓
口
で
10
割
負
担
を
請

求
さ
れ
た
事
例
も
１
２
９

１
件
に
上
る
」「
国
民
の
７

割
が
撤
回
、
延
期
を
求
め

て
い
る
」「
紙
の
健
康
保
険

証
も
継
続
し
て
使
え
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

23
日
、
沖
縄
慰
霊
の
日
。

　

原
水
爆
禁
止
２
０
２
３

年
世
界
大
会
が
８
月
４
日

か
ら
９
日
ま
で
、
被
爆
地

の
広
島
、
長
崎
両
市
で
開

か
れ
ま
す
。

  

核
保
有
国
や
同
盟
国
で

草
の
根
運
動
に
取
り
組
む

代
表
、
核
兵
器
廃
絶
へ
と

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

各
国
政
府
代
表
ら
、
多
彩

な
海
外
代
表
と
日
本
の
反

核
平
和
運
動
の
代
表
が
一

堂
に
会
し
ま
す
。

核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を

日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
を

　
　
　
原
水
爆
禁
止
２
０
２
３
世
界
大
会

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

国
民
の
声
が
動
か
し
て

　
不
同
意
性
交
等
罪
を
創
設

　
認
知
症
基
本
法
成
立

　

性
犯
罪
規
定
を
見
直
し
、

「
不
同
意
性
交
等
罪
」を
創

設
す
る
改
正
刑
法
が
成
立
。

現
行
法
は
、
被
害
者
の
抵

抗
を
著
し
く
困
難
に
す
る

程
度
の
「
暴
行
・
脅
迫
」

が
な
い
と
罪
と
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
人
が
尊
厳
を

守
り
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
国
と
自
治
体

が
関
連
施
策
に
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
た
認
知
症
基

本
法
が
超
党
派
の
賛
成
で

成
立
。
日
本
認
知
症
本
人

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

藤
田
和
子
代
表
理
事
は
、

「
認
知
症
の
本
人
が
希
望

と
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
法
的

根
拠
が
整
備
さ
れ
た
」
と

評
価
し
ま
し
た
。

　

日
本
学
術
会
議
法
改
悪

案
は
今
国
会
へ
の
提
出
を

断
念
さ
せ
ま
し
た
。

  

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
で
核
兵
器
使
用

の
威
嚇
が
行
わ
れ
、
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
核
兵
器

の
使
用
を
前
提
と
し
た

「
核
抑
止
力
」
強
化
を
表

明
。
台
湾
海
峡
問
題
を
め

ぐ
る
米
中
対
立
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
や
日
米
同
盟
の
拡
大
強

化
や
大
軍
拡
な
ど
、
戦
争

準
備
の
危
険
な
動
き
も
あ

り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、「
集
団
的
自

衛
権
」
の
名
に
よ
る
戦
争

準
備
、「
専
守
防
衛
」
の
放

棄
、
軍
事
費
増
大
と
大
軍

拡
、「
核
の
傘
」
の
名
に
よ

る
米
国
の
核
戦
略
へ
の
参

加
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
大
会
は
、
世
界
で

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
日

本
国
民
の
総
意
を
結
集
し

て
、大
軍
拡
を
阻
止
し
、日

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
参
加
を
求
め
、
非

核
平
和
の
日
本
の
未
来
を

ひ
ら
く
大
会
と
な
り
ま
す
。

「
４
年
ぶ
り
に
一
般
の
人

も
参
列
し
た
」「
デ
ニ
ー
知

事
は
島
こ
と
ば
と
英
語
を

交
え
平
和
な
沖
縄
の
未
来

を
つ
く
る
決
意
を
述
べ

通常国会
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

た
」「
岸
田
首
相
は
辺
野
古

新
基
地
強
行
や
沖
縄
へ
の

ミ
サ
イ
ル
配
備
な
ど
大
軍

拡
に
は
口
を
閉
ざ
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
新
し

い
携
帯
料
金
プ
ラ
ン
を
発

表
。
旧
来
のaham

o

（
ア

ハ
モ
）
に
加
え
て
、irum

o

だ
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
の
プ
ロ
野
球
交
流

戦
。「D

eN
A

が
優
勝
し

た
」「
例
年
に
な
く
混
戦

だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
リ
ー
グ
。「
大
谷
選
手

は
現
在
、
打
撃
部
門
で

ホ
ー
ム
ラ
ン
と
打
点
で

ト
ッ
プ
だ
」「
オ
ー
ル
ス

タ
ー
の
フ
ァ
ン
投
票
で

リ
ー
グ
ト
ッ
プ
で
選
出
さ

れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ク
チ
ナ
シ
の
花
が
良

い
香
り
を
放
っ
て
い
る
」

「
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
白
い
花

AI でナスカ地上絵
　　短時間で特定
　　山形大・日本 IBM

　

山
形
大
学
は
、
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
と
共
同
で
、
人
工
知

能（
AI
）の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
深
層
学
習
）
技

術
を
活
用
し
、
航
空
写
真

を
解
析
し
、
ナ
ス
カ
の
地

上
絵
の
候
補
を
特
定
す
る

実
証
実
験
を
２
０
１
８
年

か
ら
実
施
。
絵
柄
は
複
雑

な
た
め
、
細
か
く
分
割
し

て
単
純
化
し
た
画
像
を
AI

に
学
ば
せ
て
、
地
上
絵
を

自
動
的
に
検
出
で
き
る
モ

デ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

特
定
し
た
４
点
は
、
脚

（
78
ｍ
）、
魚
（
19
ｍ
）、
鳥

（
17
ｍ
）、
人
型
（
５
ｍ
）

を
公
表
し
ま
し
た
。
人
間

の
力
で
は
20
年
以
上
か
か

る
作
業
が
１
年
に
短
縮
で

き
ま
し
た
。

　

弁
護
士
で
つ
く
る
自
由

法
曹
団
は
、LGBT

法
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
可

決
・
成
立
に
対
し
、
決
議
・

声
明
を
17
日
に
発
表
し
ま

LGBT 差別なくす法整備
保険証廃止直ちに撤回

　自由法曹団が決議・声明

　

画
像
生
成
AI
（
人
工
知

能
）
は
ネ
ッ
ト
上
か
ら
著

作
権
者
に
無
断
で
収
集
・

複
製
し
た
画
像
を
機
械
学

習
に
使
っ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
政
府
主
導
で
AI
推

進
の
議
論
だ
け
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
結
果
ク
リ

エ
イ
タ
ー
た
ち
の
絵
柄
が

画
像
生
成
AI
は
権
利
侵
害

無
断
で
収
集 

機
械
学
習

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
議
論
を

大
量
複
製
さ
れ
、
商
用
活

用
さ
れ
た
り
、
児
童
ポ
ル

ノ
生
成
な
ど
に
悪
用
さ
れ

る
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
AI
の

未
来
を
考
え
る
会
は
、
生

成
AI
を
使
う
場
合
は
著
作

権
者
の
許
可
を
得
る
よ
う

義
務
付
け
た
り
、
著
作
権

者
に
対
価
が
還
元
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
提
言
し

て
い
ま
す
。

　

被
害
の
実
態
を
調
べ
、

著
作
者
の
保
護
と
有
益
な

AI
開
発
を
両
立
で
き
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
国
際
的
な

AI
開
発
ル
ー
ル
の
議
論
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
。

　

自
公
維
国
４
党
に
よ
る

LGBT

法
の
「
全
て
の
国

民
が
安
心
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

る
よ
う
、
留
意
す
る
」
と

の
規
定
は
、「LGBT

に
関

す
る
理
解
の
増
進
等
に
対

し
て
、
重
大
な
否
定
的
影

響
を
も
た
ら
す
」
と
指
摘
。

「LGBT

に
対
す
る
差
別

を
な
く
し
個
人
の
尊
厳
と

人
権
が
守
ら
れ
る
法
整
備

を
求
め
る
決
議
」
を
あ
げ

ま
し
た
。

　

改
悪
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

に
つ
い
て
声
明
を
発
表
。

公
金
受
取
口
座
の
誤
登
録

や
他
人
の
医
療
情
報
や
年

金
情
報
の
閲
覧
可
能
な
ど
、

「
数
多
く
の
問
題
解
消
こ

そ
最
優
先
で
行
う
べ
き
で

あ
る
」
と
し
、
保
険
証
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ

の
一
体
化
・
健
康
保
険
証

の
廃
止
に
つ
い
て
直
ち
に

撤
回
す
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。

（
イ
ル
モ
）
とexim

o

（
エ

ク
シ
モ
）
が
７
月
以
降
に

提
供
さ
れ
る
。「
イ
ル
モ
は

デ
ー
タ
利
用
料
が
少
な
い

人
向
け
、エ
ク
シ
モ
は
中
・

大
容
量
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
探
索

ツ
ア
ー
の
潜
水
艇
が
行
方

不
明
。「
23
日
の
ニ
ュ
ー
ス

で
は
潜
水
艇
は
爆
縮
し
て
、

乗
っ
て
い
た
５
人
は
絶
望

男女平等ランキングで

日本は 146 カ国中、125 位

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
21
日
、
世
界
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
報
告
者
の

２
０
２
３
年
版
を
発
表
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
は
男
女
平
等
へ
の
達

成
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
１
４
６
カ
国
中
、

１
２
５
位
で
、
昨
年
の

１
１
６
位
か
ら
順
位
を
９

つ
落
と
し
ま
し
た
。
女
性

の
議
員
や
会
社
役
員
が
少

な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
治
分
野
で
は
女
性

の
権
利
を
制
限
し
て
い
る

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
よ
り
も

下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
す
べ
て
の
女
性

の
雇
用
や
労
働
条
件
の
男

女
格
差
を
是
正
す
べ
き
で

す
。

が
新
青
梅
街
道
の
並
木
で

真
っ
盛
り
」「
近
く
の
ハ
ー

ブ
園
で
は
ヤ
マ
モ
モ
の
赤

い
実
が
鈴
な
り
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ス
ズ
メ
や
ハ
ト
、ム
ク

ド
リ
な
ど
、
鳥
た
ち
の
子

育
て
の
季
節
だ
」「
今
週
は

雨
や
曇
り
の
日
が
多
く
、

肌
寒
か
っ
た
」


